
（別紙３）

～ 令和6年12月21日

（対象者数） 49 （回答者数） 40

～ 令和6年12月21日

（対象者数） 14 （回答者数） 14

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子育て経験のある保護者の方のお話をうかがう機会を設け、

幼稚園選びや療育（事業所）選びの参考にしてもらえるよう

にする

2
保護者の方が相談しやすいように、職員の職種が分かりやす

いような伝え方を工夫していく

3
職員の技能を高め、より分かりやすく発達的な評価を伝えら

れるように努める

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

ご利用者の所属している園との情報共有は、保護者の方のご

希望に応じて行っている。また、併設施設の園庭開放をご利

用者に案内して、地域交流のサポートを行っている

2

親子で通園されているため、必要な情報は保護者の方の要望

に応じて、直接お伝えしている。利用されていない方への情

報発信が今後の課題となる

3
就学までの年齢を対象に、個別での相談に応じ、必要に応じ

て他機関を紹介するなどの対応を行っている

○事業所名 高槻市立第2めばえ教室

○保護者評価実施期間
令和6年12月9日

○保護者評価有効回答数

令和6年12月2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年1月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

対象年齢の幅が狭い 集団療育では、概ね2歳の方を対象としている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の住民や幼稚園との交流の機会
事業所を開放する機会がなく、地域の住民との交流の機会が少

ない

ホームページやSNSなどによる発信が少ない SNSを活用していない

親子通園を実施し、保護者サポートを行っている

親子での通室を実施している。お子さんの様子などを共有でき

る機会をもち、発達的な理解を深めていただけるようなお話や

情報提供を行っている

専門職がチームで支援を行っている
保護者の方の心配や相談ごとに応じて、専門的な視点からお話

できるようにサポートを行っている

発達検査等客観的な評価を行っている
ご希望に応じて定期的に発達検査を実施し、より客観的な評価

や成長を保護者の方に伝えられるような工夫をしている

事業所における自己評価総括表公表


